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こ
の
概
報
に
は
、
先
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
三

十
七
』
』
（
二
〇
〇
三
年
六
月
刊
）
以
後
に
平
城
宮
・
京
跡
か
ら
出
土
し
た
木
　
　
一
、
木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況

簡
の
う
ち
主
要
な
も
の
、
こ
れ
ま
で
未
報
告
で
あ
っ
た
も
の
、
及
び
『
平
城
宮

発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
・
『
平
城
宮
木
簡
一
』
四
〇
Ｔ
～
五
三
〇
号
の
う

ち
新
た
な
調
査
に
よ
っ
て
釈
文
を
補
訂
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
を
収
録

す
る
。

　
以
下
、
木
簡
の
各
地
点
ご
と
の
出
土
状
況
、
釈
文
を
掲
げ
る
。

図１　第79-24次調査区位置図

510

" 500

第
七
九
―
二
四
次
調
査
（
６
Ａ
Ｇ
Ａ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
二
年
一
一
月
～
コ
ー
月
）

　
県
営
住
宅
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
、
調
査
地
は
右
京
一
条
二
坊
一
坪
（
現

奈
良
市
佐
紀
町
）
に
あ
た
る
。
調
査
区
は
、
六
ｍ
ｘ
七
五
ｍ
の
南
北
ト
レ
ン
チ

と
、
そ
れ
に
直
交
す
る
六
ｍ
ｘ
二
五
ｍ
の
東
西
ト
レ
ン
チ
か
ら
な
り
、
調
査
面

積
は
五
八
五
�
で
あ
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
奈
良
時
代
と
そ
の
前
後
の
時
期
に

大
別
さ
れ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
区
分
は
遺
構
の
重
複
関
係
に
よ
る
も
の
で
、
時

期
を
決
め
る
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い
。
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
東
西
棟

建
物
の
西
妻
部
分
、
溝
三
条
、
土
坑
三
基
、
井
戸
一
基
で
あ
る
。

・･490

・４80

470

・４60

・450

SB801

・440

1６0170㈲190

図２　第79-24次調査区遺構図
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木
簡
は
、
東
西
ト
レ
ン
チ
と
南
北
ト
レ
ン
チ
の
交
点
付
近
で
検
出
し
た
井
戸

Ｓ
Ｅ
ハ
ー
○
の
下
層
か
ら
一
点
出
土
し
た
。
井
戸
は
東
西
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
八
○
一

の
五
〇
ｍ
北
に
位
置
す
る
。
井
戸
Ｓ
Ｅ
ハ
ー
○
は
、
一
辺
約
四
ｍ
の
方
形
の
掘

形
を
も
ち
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
二
ｍ
で
、
井
戸
枠
は
残
存
し
な
い
。
井
戸

の
堆
積
土
は
大
き
く
上
（
粘
土
層
）
・
下
二
層
（
上
か
ら
１
層
・
２
層
・
３
層
）

に
分
か
れ
る
。
上
層
か
ら
は
平
安
初
期
の
黒
色
土
器
、
須
恵
器
甕
な
ど
が
出
土

し
、
平
城
宮
廃
絶
後
し
ば
ら
く
し
て
埋
没
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
下
層
か

か
ら
一
九
〇
〇
年
（
明
治
一
六
～
三
三
）
に
当
地
に
あ
っ
た
飛
鳥
小
学
校
の
遺

構
、
奈
良
ホ
テ
ル
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
防
空
壕
な
ど
で
あ
る
。

　
木
簡
は
西
小
池
北
池
Ｓ
Ｇ
八
三
二
Ｉ
の
埋
立
土
下
層
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
こ

こ
か
ら
は
石
盤
・
石
筆
・
硯
・
桶
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物

は
飛
鳥
小
学
校
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
中
に
は
、
石
盤
を
囲

む
四
辺
の
う
ち
下
辺
に
あ
た
る
横
枠
材
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

ら
は
木
簡
、
墨
書
土
器
「
口
継
」
・
「
下
」
・
「
赤
」
な
ど
が
出
土
し
、
上
下
両
　
　
第
三
三
八
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｙ
Ｓ
区
）

層
か
ら
宝
亀
・
延
暦
年
間
頃
の
軒
平
瓦
（
六
七
五
五
Ａ
型
式
な
ど
）
が
出
土
し

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
奈
良
時
代
末
頃
の
土
器
、
「
理
」
・
「
矢
」
・
「
在
」
銘
（
銘

は
ど
の
瓦
も
一
字
）
の
刻
印
瓦
、
緑
袖
の
火
舎
の
脚
部
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

第
三
三
｛
（
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｇ
Ｎ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
二
年
二
月
）

　
国
指
定
名
勝
旧
大
乗
院
庭
園
で
は
、
（
財
）
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ー
ト
ラ
ス
ト

の
委
嘱
に
よ
っ
て
復
原
整
備
に
向
け
た
資
料
を
得
る
た
め
、
一
九
九
五
年
か
ら

毎
年
継
続
的
な
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
西
小
池
の
北

端
が
想
定
さ
れ
る
場
所
（
北
区
）
と
東
大
池
の
南
西
に
浮
か
ぶ
島
（
南
区
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）

　
調
査
地
は
平
城
京
右
京
六
条
二
坊
コ
ニ
坪
の
北
西
隅
で
、
薬
師
寺
寺
域
西
辺

部
に
あ
た
る
。
西
側
は
西
二
坊
大
路
に
面
し
、
さ
ら
に
西
に
六
条
条
間
南
小
路

が
伸
び
る
。
本
調
査
は
駐
車
場
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
る
。
調
査
面
積
は

約
三
〇
�
。
整
地
土
上
面
で
、
二
条
の
素
掘
り
溝
を
検
出
し
た
。

　
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
調
査
区
南
半
で
検
出
し
た
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
九
〇
の

堆
積
土
最
下
部
で
、
六
点
出
土
し
た
。
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
九
〇
は
寺
域
内
の
排

水
を
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
八
五
（
西
二
坊
大
路
東
側
溝
あ
る
い
は
こ
れ
を
踏
襲
す

る
も
の
）
に
流
す
た
め
の
溝
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
の
埋
土
か
ら
は
他
に
、

奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
軒
瓦
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で

実
施
し
た
も
の
で
、
調
査
面
積
は
計
約
五
〇
七
�
で
あ
る
。
木
簡
が
出
土
し
た
　
　
の
土
器
、
漆
器
椀
や
灯
明
皿
受
台
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
掲
出
の
一
点

の
は
北
区
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
外
は
す
べ
て
墨
付
き
の
み
の
断
片
で
あ
る
。

　
北
区
で
検
出
し
た
遺
構
は
、
西
小
池
と
、
そ
の
西
側
に
お
い
て
室
町
時
代
の

遺
構
、
部
分
的
に
奈
良
二
半
安
時
代
の
遺
構
、
大
乗
院
廃
絶
後
の
Ｉ
八
八
三
年

２-
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第
三
五
二
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｇ
Ｎ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
三
年
一
月
～
三
月
）

　
今
回
の
調
査
は
国
指
定
名
勝
旧
大
乗
院
庭
園
の
西
小
池
南
池
の
想
定
地
お
よ

び
東
大
池
西
岸
の
築
山
を
主
た
る
対
象
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
調
査
面
積

は
計
二
六
七
・
五
�
で
あ
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
大
き
く
西
小
池
以
前
の
遺
構
、

西
小
池
（
南
池
）
と
こ
れ
に
と
も
な
う
遺
構
、
西
小
池
の
埋
め
立
て
以
後
の
遺

構
に
区
分
さ
れ
る
。

　
木
簡
は
西
小
池
の
埋
め
立
て
以
後
の
遺
構
で
あ
る
南
北
杭
列
Ｓ
Ａ
七
八
九
七

の
西
辺
に
沿
っ
て
検
出
さ
れ
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
七
八
九
八
の
埋
土
よ
り
、
計
六
点

出
土
し
た
。

第
三
六
三
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｆ
Ｏ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
Ｏ
Ｏ
三
年
八
月
～
コ
ー
月
）

　
法
華
寺
境
内
防
災
施
設
改
修
事
業
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
あ
る
。
調
査
面
積

は
三
二
『
ｍ
で
あ
る
。
消
火
栓
へ
の
給
水
配
管
や
電
気
の
配
線
工
事
に
伴
う
も

の
で
、
幅
一
ｍ
ほ
ど
の
細
長
い
ト
レ
ン
チ
調
査
で
あ
る
。
奈
良
時
代
・
中
世
・

近
世
の
各
時
期
の
整
地
、
本
堂
前
面
の
東
西
棟
建
物
三
棟
・
講
堂
・
鐘
楼
な
ど

の
建
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
を
確
認
し
て
い
る
。

　
木
簡
は
薬
師
堂
・
横
笛
堂
西
方
に
設
定
し
た
南
北
ト
レ
ン
チ
で
検
出
し
た
土

Å

■■■㎜■■㎜㎜㎜㎜■

東室

=

芦戸

皿「‾･"‾………………

ごご

SK8659
一一　一一リ

坑
Ｓ
Ｋ
八
六
五
九
か
ら
Ｉ
〇
点
（
う
ち
削
屑
二
点
）
が
出
土
し
た
。
こ
の
土
坑
　
　
第
三
七
四
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｇ
Ｎ
区
）

か
ら
は
多
く
の
木
製
品
、
鉄
釘
、
寛
永
通
宝
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
い
ず
れ

も
近
世
以
降
の
遺
物
で
あ
る
。

稲荷堂

ｔｗ(１

一一一犬,

50ｍ０

図６　第363次調査区位置図

　一４－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
四
年
七
月
～
一
〇
月
）

こ
の
調
査
は
、
二
〇
〇
三
年
に
名
勝
の
追
加
指
定
が
な
さ
れ
た
地
区
に
建
設



さ
れ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
宿
泊
施
設
「
大
乗
苑
」
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
に
伴
　
　
木
簡
も
そ
の
堆
積
土
か
ら
一
点
出
土
し
た
。

い
実
施
し
た
発
掘
調
査
で
あ
る
。
調
査
面
積
は
北
区
（
西
小
池
中
央
部
が
推
定

さ
れ
る
地
区
）
約
五
一
〇
�
、
南
区
（
東
大
池
西
南
隅
部
）
約
一
七
〇
�
、
計
　
第
三
九
〇
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｇ
Ｎ
区
）

約
六
八
〇
�
で
あ
る
。
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
北
区
で
あ
る
。

　
遺
構
は
大
き
く
、
（
１
）
西
小
池
以
前
の
遺
構
、
（
２
）
西
小
池
お
よ
び
こ

れ
に
伴
う
遺
構
、
（
３
）
西
小
池
埋
め
立
て
以
後
の
遺
構
に
分
け
ら
れ
る
。
こ

の
う
ち
（
３
）
は
池
の
埋
め
立
て
土
、
一
八
八
三
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
（
明
治

コ
（
～
三
三
年
）
に
当
地
に
あ
っ
た
飛
鳥
小
学
校
建
設
に
伴
う
整
地
土
、
灰
褐

色
砂
質
土
上
面
で
検
出
し
た
遺
構
か
ら
な
る
。

　
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
水
槽
Ｓ
Ｘ
八
八
三
八
・
埋
甕
遺
構
Ｓ
Ｘ
八
七
九
一
で

あ
る
。
水
槽
Ｓ
Ｘ
八
八
三
八
は
漆
喰
製
で
、
五
〇
皿
四
方
、
深
さ
約
七
〇
ｍ
を

は
か
る
。
遺
物
は
木
製
品
・
石
製
品
な
ど
で
、
飛
鳥
小
学
校
に
関
連
す
る
と
考

え
ら
れ
る
遺
物
（
将
棋
駒
を
は
じ
め
と
し
て
、
鉛
筆
、
石
筆
、
泥
面
子
の
一
種

な
ど
）
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
埋
甕
遺
構
Ｓ
Ｘ
八
七
九
一
は
二
基
の
甕
を
南

北
に
配
し
た
埋
甕
遺
構
で
、
甕
底
部
に
は
鮑
屑
が
詰
め
込
ま
れ
、
そ
の
上
面
に

墨
書
薄
板
や
部
材
片
が
投
棄
さ
れ
て
い
た
。

第
三
八
五
次
調
査
（
６
Ａ
Ｃ
Ｏ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
五
年
一
月
）

　
特
別
史
跡
平
城
宮
内
の
西
北
地
域
（
奈
良
市
佐
紀
町
）
に
お
け
る
個
人
住
宅

の
現
状
変
更
に
伴
う
調
査
。
調
査
面
積
は
四
�
。
溝
な
い
し
苑
池
の
一
部
を
確

認
し
た
。
堆
積
土
に
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
瓦
、
陶
磁
器
片
を
含
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
五
年
七
月
～
一
〇
月
）

　
こ
の
調
査
は
西
小
池
南
池
を
中
心
に
設
定
し
た
調
査
区
で
あ
り
、
大
乗
院
庭

園
に
お
け
る
ま
と
ま
っ
た
調
査
と
し
て
は
最
後
の
も
の
と
な
る
。
調
査
面
積
は

五
一
七
�
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
室
町
時
代
以
前
・
江
戸
時
代
・
近
代
以
後

の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
知
見
と
し
て
、
西
小
池
の
西
の
池
尻
に
排
水
施
設

が
備
わ
っ
て
お
り
、
堰
に
よ
っ
て
水
量
を
調
節
し
て
い
た
こ
と
、
東
岸
を
狭
め

る
改
作
の
あ
と
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
、
西
小
池
の
西
側
で
検
出
さ
れ
た
建
物
Ｓ

Ｂ
八
九
九
三
が
『
大
乗
院
四
季
真
景
図
』
に
あ
る
「
湛
雪
亭
」
に
対
応
す
る
と
　
・

考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
江
戸
時
　
づ

代
の
遺
構
で
あ
る
、
水
桶
を
地
中
に
埋
め
た
水
溜
遺
構
Ｓ
Ｘ
八
九
八
六
で
あ
る
。

こ
の
桶
の
底
板
の
外
面
中
央
に
墨
書
が
あ
っ
た
。

第
四
〇
四
一
四
一
〇
・
四
一
五
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｓ
Ｄ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
五
月
～
十
月
）

　
平
城
京
右
京
一
条
三
坊
八
坪
（
西
大
寺
旧
境
内
食
堂
院
跡
推
定
地
、
現
奈
良

市
西
大
寺
本
町
）
に
お
い
て
実
施
し
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査

で
あ
る
。
調
査
面
積
は
一
九
〇
〇
�
で
あ
る
。

　
検
出
し
た
遺
構
は
、
概
ね
、
奈
良
時
代
前
半
以
前
・
奈
良
時
代
後
半
・
平
安

時
代
以
降
の
三
期
に
時
期
区
分
さ
れ
る
。
ｙ
」
の
う
ち
奈
良
時
代
後
半
の
遺
構
は
、



西
大
寺
創
建
段
階
の
食
堂
院
に
関
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
主
な
遺
構
と
し

て
は
、
東
西
棟
の
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ
九
五
五
（
『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』
《
以
下

『
資
財
帳
』
と
略
す
》
記
載
の
「
檜
皮
殿
」
に
相
当
す
る
と
推
定
）
、
そ
の
北

に
桁
行
七
間
・
梁
間
四
間
と
考
え
ら
れ
る
東
西
棟
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ
九
六
〇
（
『
資

財
帳
』
記
載
の
「
大
炊
殿
」
に
相
当
す
る
と
推
定
）
、
東
西
棟
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ

九
五
五
と
Ｓ
Ｂ
九
六
〇
と
の
中
央
間
を
つ
な
ぐ
南
北
方
向
の
礎
石
建
ち
の
軒
廊

Ｓ
Ｃ
九
六
五
、
Ｓ
Ｂ
九
六
〇
の
北
で
検
出
さ
れ
た
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
九
七
〇
、

礎
石
建
ち
の
軒
廊
Ｓ
Ｃ
九
六
五
の
東
に
位
置
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
五
〇
と
そ
の
覆

屋
と
考
え
ら
れ
る
南
北
棟
礎
石
建
物
（
桁
行
三
間
・
梁
行
二
間
）
Ｓ
Ｂ
九
五
一

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
建
物
群
の
東
か
ら
は
埋
甕
列
Ｓ
Ｘ
九
三
〇
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
隣
接
す
る
奈
良
市
に
よ
る
西
大
寺
旧
境
内
第
一
五
次
調
査
で
検
出

さ
れ
た
も
の
と
あ
わ
せ
る
と
、
埋
甕
は
少
な
く
と
も
八
○
基
並
ん
で
い
た
と
推

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
調
査
区
の
南
で
行
わ
れ
た
奈
良
市
に
よ
る
西
大
寺
旧
境

内
第
二
Ｉ
次
調
査
で
は
、
食
堂
本
体
と
推
定
さ
れ
る
大
型
柱
穴
七
基
を
検
出
し

て
い
る
。

　
木
簡
は
奈
良
時
代
後
半
の
遺
構
で
あ
る
井
戸
（
Ｓ
Ｅ
九
五
〇
）
か
ら
見
つ
か

っ
た
。
井
戸
は
井
寵
組
。
井
戸
の
平
面
は
方
形
で
、
内
法
は
一
辺
約
二
二
二
ｍ
。

遺
構
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
約
二
Ｉ
八
ｍ
。
井
戸
枠
は
横
板
材
五
段
分
（
高
さ

約
二
こ
二
ｍ
）
が
残
存
し
、
上
部
構
造
は
抜
き
取
ら
れ
て
い
た
が
、
井
戸
の
内

部
か
ら
井
戸
枠
と
み
ら
れ
る
木
材
が
出
土
し
て
お
り
、
最
低
六
段
以
上
存
在
し

た
と
み
ら
れ
る
。
井
戸
底
に
浄
水
用
と
し
て
直
径
三
ｍ
前
後
の
円
榛
を
敷
き
詰

め
、
そ
の
上
に
木
炭
を
敷
く
。

　
掘
形
は
東
西
に
長
い
楕
円
形
で
、
大
き
さ
は
南
北
五
・
四
ｍ
、
東
西
約
六
・

六
ｍ
で
あ
る
。
井
戸
本
体
は
掘
形
の
西
寄
り
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
底
部
は
井

戸
枠
が
お
さ
ま
る
ほ
ど
の
幅
し
か
な
い
。
掘
形
の
埋
土
は
粘
質
土
で
、
最
上
部

は
黄
色
土
を
層
状
に
固
め
、
丁
寧
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
黄
色
土
上
面

に
は
凝
灰
岩
が
残
存
し
、
他
に
も
抜
取
痕
跡
と
み
ら
れ
る
穴
を
確
認
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
井
戸
の
周
囲
に
は
石
が
据
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
一
　
　
－

北区

中区

市15次

東区

●

市8次

南東区

■爽

市12次

南区

図７　第404 ・ 410 ・415次調査区位置図

　　　　　　　　　　　　　　一６－



一

-

-

Ｋ

-

-

-

-

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１

　
　
　
　
　
　
一

ｔｗ〃--ｗ

ｌ

１

｜

　　1

Y－20,100

図８

Å

｜

　　｜

Y-20,080

SX988

｜

〔南東区〕

　　｜

第404 ・ 410 ・ 415次調査区遺構図

- ７

１：５００

１

X-144,580

-

X-144,660

-

－

〔東区〕

　　｜

Ｙ－20,060



ａ

H=74.0

[D

-

IC

　小

-

－
・
－

7.1

ｊ

Y－20,090

ド

図9　SE950 ・ SB951遺構平面図

X-144,656

一

図10　SE950断面図

８－

1:50

１：１２０

X-144,658
　　　1

X-144,655

-

一 一

き二144,660

自然堆積土



-

�憲一
-

-

- ・

－溝!Cと

皿 ■

一 一 一 一

-

－

-

ｌ

斗

- -

－ -

-

- -

一 -

-

-

-

-

-

-

｜

Γ
－
－
１
」

～鳶

mmmm

‾'‾車‾心‾‘‾

坪境界

φ－心
- -

１
１
１
－
－
１
　

　
　
　
　
０

－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ

‐
－
－
－
－
―
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
中

　
　
　
　
０

‐
１
‐
―
・
Ｉ
Ｔ
Ｉ
―
－
―
―

41

12’

一

13’

一

13゛

一

12’

一Ｌ

o’

O’

－

o’

5’

5’

－

5’

一

5’

-

20’

261

■ - ■

｜

｜

７

コ‾’

１
１
一
　

　
　
一

北

　　　ｉ

食堂院伽豊奏11軸(大炊隷心)

Y-^0,1pZ.114

　　　1

卸
や

--

4４,91

-

14.828}

一一‥
-

ｎ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
－

―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　・●－｡･－－－w･－･－ミw--一Ｊ．

-ａ･Ｓ一四｡:肖４ｗ．４-・〃--，

-

-

単位：1'=1尺口：礎石建ち○：掘立柱黒塗は検出済文字の斜体は推定を示す

図11 西大寺食堂院配置図

９

1:800

- -

-

-



　
井
戸
内
の
遺
物
は
、
上
か
ら
ａ
か
ら
ｅ
ま
で
の
五
層
に
分
け
て
取
り
上
げ
た
。

ｅ
層
は
灰
色
の
粘
質
土
で
、
瓦
を
含
む
が
比
較
的
遺
物
は
少
な
い
。
ｄ
層
は
木

屑
の
間
層
を
多
量
に
含
み
、
遺
物
も
多
い
。
木
簡
の
多
く
は
こ
の
ｄ
層
か
ら
出

土
し
た
。
ｃ
、
ｂ
、
ａ
層
と
徐
々
に
埋
土
の
し
ま
り
が
悪
く
な
り
、
木
質
遺
物

の
量
が
減
り
、
土
器
の
量
が
増
え
る
。
従
っ
て
井
戸
が
廃
絶
し
た
後
、
食
堂
院

で
不
要
に
な
っ
た
ゴ
ミ
が
投
棄
さ
れ
上
部
ま
で
埋
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
珪
藻

分
析
に
よ
る
と
、
投
棄
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
は
数
週
間
程
度
要
し
た
と
み
ら

れ
る
。
井
戸
埋
土
の
遺
物
は
奈
良
時
代
末
を
下
限
と
し
、
井
戸
は
八
世
紀
末
に

廃
絶
し
た
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
の
年
記
も
現
段
階
で
は
延
暦
年
間
の
も
の
に
限

ら
れ
る
。
ま
た
、
井
戸
枠
に
は
樹
皮
が
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
年
輪
年
代

測
定
に
よ
れ
ば
伐
採
時
期
は
七
六
七
年
晩
秋
か
ら
七
六
八
年
早
春
に
か
け
て
と

判
断
さ
れ
て
い
る
。

第
四
〇

‐
１
・

（
次
調
査
（
６
Ａ
Ａ
Ｅ
・
Ｆ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
Ｏ
Ｏ
六
年
コ
ー
月
～
二
Ｏ
Ｏ
七
年
五
月
）

　
県
犬
養
門
（
東
面
中
門
）
か
ら
西
に
伸
び
る
道
路
遺
構
Ｓ
Ｆ
一
　
一
五
八
〇
よ

り
南
で
、
か
つ
東
院
と
東
区
朝
堂
院
の
間
の
区
画
（
東
方
官
管
地
区
と
呼
称
す

る
）
の
構
造
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で
あ
る
。
調
査
区
は
東
方
官
管
地
区
の

北
端
で
、
南
北
一
二
Ｉ
ｍ
、
東
西
一
〇
一
ｍ
（
幅
は
そ
れ
ぞ
れ
六
ｍ
）
を
設
定

し
た
。
調
査
面
積
は
コ
ー
九
六
�
で
あ
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
築
地
回
廊
、

掘
立
柱
建
物
二
棟
、
礎
石
建
物
五
棟
、
築
地
塀
三
条
、
溝
三
条
な
ど
で
あ
る
。

　
調
査
地
一
帯
の
中
央
に
は
南
北
基
幹
排
水
路
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
（
東
大
溝
）
が

南
流
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
の
東
に
は
東
西
約
五
〇
ｍ
、
南
北
コ
ー
Ｏ

ｍ
の
区
画
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
二
時
期
の
変
遷
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
区
画

は
北
端
か
ら
五
〇
ｍ
の
位
置
に
あ
る
東
西
築
地
塀
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
る
。
こ

の
う
ち
南
の
区
画
は
、
北
端
に
礎
石
建
ち
大
型
基
壇
建
物
（
基
壇
高
は
少
な
く

と
も
八
Ｏ
ｍ
、
南
北
長
一
八
・
七
ｍ
）
を
配
し
、
そ
の
南
に
桁
行
一
〇
間
以
上

の
南
北
に
長
い
礎
石
建
ち
基
壇
建
物
が
対
称
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
Ｓ

Ｄ
二
七
〇
〇
の
西
側
で
は
、
二
面
廂
を
つ
け
た
梁
行
二
間
、
桁
行
二
間
以
上
の

礎
石
建
ち
南
北
棟
建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
な
お
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
の
両
側
は
築
地

塀
で
囲
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
の
う
ち
、
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
で
、
出
土
点
数
は
四
五

三
点
で
あ
る
。
溝
幅
は
約
三
こ
Ｉ
ｍ
、
深
さ
約
一
　
・
一
ｍ
を
は
か
る
。
西
岸
は

木
杭
で
護
岸
さ
れ
て
お
り
、
裏
込
に
は
瓦
が

り
の
ま
ま
で
あ
る
。
溝
の
埋
土
は
上
中
下
の

ご　言士

　　　一一

叩
め
ら
れ
て
い
た
。
東
岸
は
素
掘

一
層
に
分
け
ら
れ
、
砂
榛
を
主
体

と
し
て
い
る
。
木
簡
は
主
に
中
層
か
ら
下
層
に
か
け
て
出
土
し
た
。
な
お
、
「
主

水
司
」
の
墨
書
土
器
が
溝
の
中
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
の
『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
』

を
参
照
さ
れ
た
い
。
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一

一

凡
例

二
）
木
簡
は
内
容
に
よ
り
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の
を

　
　
原
則
と
し
、
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

（
二
）
釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「
龍
」
「
廣
」
「
賓
」

　
　
「
査
」
「
嶋
」
な
ど
に
つ
い
て
は
右
の
字
体
を
使
用
し
た
。

（
三
）
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○口
口
口

口
　
口

口
　
口

■
■
■

.
A
A

-
Ａ
/
"

木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に

す
。

｀　含
口
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

　
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示

同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
直
接
接
続
せ
ず
、
中
間
の
一
字
以
上

が
不
明
な
こ
と
を
示
す
。

木
目
と
直
交
す
る
方
向
の
刻
線
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
、
上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た

も
の
。

抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

抹
消
部
分
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
・
り
、
原
字
の
左
傍
に
付

し
た
。

　
　
Ｔ
一
　
文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所

　
　
　
　
　
の
左
傍
に
・
を
付
し
、
原
字
を
上
の
要
領
で
右
傍
に
示
し
た
。

　
　
「
　
」
　
異
筆
、
追
筆
。

　
　
つ
　
　
合
点
。

　
　
〔
　
一
　
校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む

　
　
　
　
　
も
の
。

　
　
（
　
）
　
右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

　
　
カ
　
　
編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

　
　
マ
ヽ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

　
（
四
）
釈
文
下
の
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を
示

　
　
す
（
単
位
は
皿
）
。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
量
を

　
　
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
な
お
長
さ
・
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

　
（
五
）
釈
文
下
の
中
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。

　
　
型
式
番
号
は
次
の
通
り
で
、
四
桁
の
数
字
を
用
い
て
い
る
が
、
本
概
報
で

　
　
は
時
代
を
示
す
千
の
位
を
省
き
、
下
三
桁
の
数
字
で
表
し
た
。
な
お
端
と

　
　
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

呂
に
型
式
　
長
方
形
の
材
の
も
の
。

苦
芯
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

苦
芯
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失

　
　
　
　
　
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
１
１
　
･
　
６
０
１
５
　
･
　
６
０
３
２
　
･
　
６
０
４
１
　
･
　
６
０
５
１
型
式

　
　
　
　
　
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

６
０
２
１
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

１１



呂
回
型
式

呂
丿
型
式

目
呂
型
式

目
呂
型
式

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
方
頭
・

圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
・
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら

せ
た
も
の
。

百
治
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
・
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折

　
　
　
　
　
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
３
１

　
　
　
　
　
*
呂
３
２
　
･
　
６
０
３
３
　
-
　
６
０
４
３
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

百
た
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た

　
　
　
　
　
も
の
。

百
合
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、
左

　
　
　
　
　
右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

色
合
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い

　
　
　
　
　
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も

　
　
　
　
　
の
。

百
元
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

百
回
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕

　
　
　
　
　
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
３
３
　
･
　
６
０
５
１
型

　
　
　
　
　
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

目
元
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
（
　
）
内
に
製
品

　
　
　
　
　
名
を
註
記
し
た
。

呂
呂
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

呂
添
型
式
　
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

呂
巴
型
式
　
削
屑
。

　
括
弧
内
の
番
号
は
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
形
の
型
式
を
表

　
す
。

（
六
）
釈
文
下
の
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
・

　
数
字
）
を
記
し
た
。
Ｚ
は
地
区
不
明
を
示
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土
し

　
た
破
片
が
接
続
し
た
も
の
は
地
区
名
を
併
記
し
た
。

（
七
）
釈
文
の
出
土
地
点
下
に
付
し
た
「
さ
印
は
、
口
絵
図
版
に
写
真
を
掲

　
げ
た
木
簡
を
示
す
。
例
え
ば
「
芯
」
は
「
図
版
二
」
に
対
応
す
る
。

　
本
書
の
作
成
は
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
が
行
っ
た
。
木
簡
の
釈
読
は
、

渡
辺
晃
宏
・
馬
場
基
・
山
本
崇
・
浅
野
啓
介
が
あ
た
っ
た
。
編
集
に
際
し
て
は
、

梅
本
有
貴
江
・
桑
田
訓
也
・
小
池
綾
子
・
清
水
絢
子
・
杉
本
敬
子
・
南
島
真
理

子
各
氏
の
協
力
を
得
た
。
写
真
は
企
画
調
整
部
写
真
室
の
中
村
一
郎
の
撮
影
に

よ
る
。
本
書
の
編
集
は
浅
野
啓
介
が
担
当
し
た
。
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三
、
釈
文

第
七
九
一
二
四
次
調
査
（
６
Ａ
Ｇ
Ａ
区
）

　
井
戸
Ｓ
Ｅ
ハ
ー
○
（
２
層
）

１

ｏ
口
水
船
四
枚
切
机
四
前
中
取
一
前

第
三
三
六
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｇ
Ｎ
区
）

　
池
Ｓ
Ｇ
八
三
二
Ｉ
埋
立
土
下
層

２３４

ｏ
　
口
年
生

口
口
回
　
漣
　
尊
　
ロ
　
ロ
　
ー
ー
｛
い

口
口
血

　
御
笠
口
口

。
事
務
口
口

｛
｝
コ
）
・
（
に
○
）
乙
　
（
）
示
　
呂
回

川

口

6
２
-
２
１
-
７
　
　
　
　
Ｏ
ｉ
ｌ
　
　
　
　
Ｃ
Ｎ
３
７

2
１
-
２
７
５
-
１
１
　
　
　
　
０
６
１
　
（
石
盤
の
枠
木
）
　
２
ｊ

4
５
０
-
１
６
８
-
１
０
　
　
　
　
Ｏ
ｉ
ｌ
　
　
　
　
Ｃ
只
眉

第
三
三
八
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｙ
Ｓ
区
）

　
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
九
〇

　
　
　
ロ
カ
〕

５
　
十
口
月
八
日

∩

　
　
〔
供
力
〕

口
　
口
廿
一
ケ
度
除
口
口
口
　
こ
Ｘ
）
・
（
ｊ
）
・
｛
　
呂
↑
　
回
否

第
三
五
二
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｇ
Ｎ
区
）

　
出
土
地
不
詳

６

ｏ
吉
川
房
治
郎

ｏ
吉
川
口
家

青
灰
色
粘
土

７
・
口
口
藤
三
郎

　
こ
二
口

1
２
１
'
２
７
*
６
　
　
　
　
０
１
↑
　
卜
　
1
3

↑
６
７
-
(
２
７
)
-
７
　
　
　
　
０
８
１
　
　
　
　
Ｃ
Ｈ
３
４

　
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
七
八
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
口

８
　
口
口
口
商
店
　
電
話
二
Ｉ
四
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
回
Ξ
・
（
に
）
乙
　
呂
↑
（
竹
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接
続
す
る

o　XＩEil

こ
Ｉ
（
浅
緑
絶
）
は
、

ま
た
、
四
九
（
（
中
緑

糸
）
・
五
完
（
標
生
染
）
も
こ
の
順
で
接
続
す
る
。
長
い
材
を
切
断
分
割
し
て

材
を
調
整
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
文
字
を
記
載
し
て
い
る
。
木
簡
の
作
成
過
程
が
わ

か
る
好
例
で
あ
る
（
別
木
簡
と
し
て
扱
う
の
は
従
来
通
り
で
変
更
な
し
）
。

茅i

二
（
・
六
度
進
上
二
十
口
口

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
大
力
〕

　
・
円
　
　
口
付
人
口
口

（
ｃ
↑
）
・
（
に
に
）
・
に
　
○
添
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平城宮木簡出土地点図

平城京木簡出土地点図

●木簡出土地

▼本号掲載木簡出土地

●木簡出上地

▼本号掲載木簡出上地



二
〇
〇
七
年
十
一
月
二
五
日
印
刷

二
〇
〇
七
年
十
一
月
三
〇
日
発
行

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
三
十
八
）

編
集
・
発
行
　
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所

〒
六
三
〇
―
八
五
七
七

　
奈
良
市
二
条
町
ニ
ー
九
１
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

○
七
四
二
―
三
〇
－
六
八
三
七

〇
七
四
二
－
三
〇
１
六
八
三
〇
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